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島を支える「水産業」の今島を支える「水産業」の今島を支える「水産業」の今

空き家対策について空き家対策について
軽自動車税の税率が変わります軽自動車税の税率が変わります

～沿岸漁業の活性化に向けて～～沿岸漁業の活性化に向けて～

空き家対策について
軽自動車税の税率が変わります

～沿岸漁業の活性化に向けて～
　初午の日、五箇地区の山田神社で、山田客祭風流が
行われました。的射の式では、鳥獣の描かれた的をねら
って、勢いよく矢が放たれました。
（８ページまちのできごとにも掲載。）

山田客祭風流            ２月１１日（山田神社）
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本
町
の
沿
岸
漁
業
が
衰
退
す
る
背
景

に
は
、次
の
よ
う
な
要
因
が
影
響
し
て

い
ま
す
。

沿
岸
漁
業
に
お
け
る
課
題

　

魚
食
離
れ
の
進
行
な
ど
に
と
も
な

い
、全
国
的
に
水
産
物
の
消
費
量
は
、

大
き
く
減
少
す
る
と
と
も
に
、多
く
の

魚
種
で
販
売
平
均
単
価
が
下
落
し
て
い

る
状
況
で
す
。（
グ
ラ
フ
３
参
照
）

課
題
①
魚
価
の
低
迷

　

燃
油
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、離

島
に
よ
る
不
利
な
環
境
の
中
で
は
、流

通
経
費
が
増
大
し
、漁
業
経
営
が
圧
迫

さ
れ
、漁
業
者
の
安
定
経
営
を
阻
害
し

て
い
ま
す
。

課
題
②
漁
業
経
費
の
増
大

　

過
剰
漁
獲
な
ど
を
原
因
と
す
る
水
産

資
源
の
減
少
や
、地
球
温
暖
化
、海
洋

ゴ
ミ
の
増
加
に
よ
る
漁
場
環
境
の
悪
化

な
ど
に
よ
り
、漁
業
生
産
量
は
、年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。

課
題
③
漁
業
生
産
量
の
減
少

　

漁
業
収
入
の
減
少
は
、漁
業
就
業
者

の
減
少
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

漁
業
就
業
者
の
減
少（
グ
ラ
フ
４
参

照
）は
、町
全
体
の
水
産
業
に
お
け
る

生
産
量
を
低
下
さ
せ
、地
域
産
業
全
体

の
衰
退
や
雇
用
の
場
の
喪
失
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
に
対
し
て
、漁
業
者
や
各
関
係
機
関
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
行
な
っ
て
い
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

課
題
④
漁
業
就
業
者
の
減
少

ＪＦしまね西郷支所
運営委員長
葛西 清秀さん

漁
業
の
再
生
、そ
し
て
活
性
化
へ
向
け
て

　

近
年
、
隠
岐
の
島
町
の
漁
業
を
取

り
巻
く
状
況
は
、資
源
の
減
少
、燃
油

の
高
騰
な
ど
に
よ
る
操
業
上
の
経
費

拡
大
、
魚
価
安
や
担
い
手
の
高
齢
化

と
減
少
な
ど
、
厳
し
い
環
境
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、私
た
ち
は
「
海
が
あ
る
限

り
漁
業
は
不
滅
で
あ
る
」
と
の
合
い

言
葉
に
加
え
、「
隠
岐
の
島
町
の
基
幹

産
業
で
あ
り
、
町
経
済
の
屋
台
骨
を

支
え
て
い
る
」と
の
自
負
を
持
ち
、
何

と
し
て
も
〝
飯
の
食
え
る
漁
業
〞
の

創
造
と
、未
来
あ
る
隠
岐
の
島
町
の
漁

業
を
確
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
人
が
富
を
生
む
」

の
格
言
通
り
、
担
い
手
の
確
保
が
急
務

で
あ
り
、こ
の
こ
と
こ
そ
、
諸
問
題
の

解
決
を
可
能
に
す
る
も
の
と
確
信
し
、

そ
の
諸
施
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

資
源
の
維
持・培
養
、
付
加
価
値
向

上
、
魚
食
普
及
活
動
な
ど
、や
る
べ
き

こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、漁
業
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、関
係
機
関
と
手
を

携
え
て
、
頑
張
っ
て
い
か
ね
ば
と
、
思

い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（ＪＦしまね西郷支所資料より）（漁業センサスより）

グラフ３:全魚種平均単価の推移（隠岐の島町）グラフ4：漁業就業者数の推移（隠岐地域）
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ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

　

近
年
、消
費
者
の
鮮
度
志
向
が
強
ま
る

中
、離
島
は
、販
売
面
で
不
利
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、よ
り
新
鮮
で
、高
品
質
な
水

産
品
の
販
売
に
よ
り
、漁
価
の
向
上
を
図

る
た
め
、隠
岐
の
島
町
産
品
ブ
ラ
ン
ド

化
・
販
路
拡
大
推
進
会
議
を
設
置
し
、ブ

ラ
ン
ド
化
と
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、活
き
締
め
処
理
し
た
一
本
釣

り
の
魚
や
サ
ザ
エ・
白
バ
イ
・
隠
岐
の
い
わ

が
き
・
隠
岐
松
葉
ガ
ニ
な
ど
を
ブ
ラ
ン
ド

化
し
、販
売
力
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

課
題
①
魚
価
の
低
迷
に
対
す
る
取
り
組
み活き締め講習会を開催し、魚の鮮度を持続させる技術を学ぶ、

一本釣りの漁業者の皆さん（JFしまね西郷支所荷捌き所）

鮮
魚
運
搬
船
の
整
備

　

本
土
へ
の
効
率
的
な
鮮
魚
輸
送
を
目

指
し
て
、昨
年
３
月
、新
た
な
鮮
魚
運

搬
船「
第
八
姫
島
」を
建
造
し
ま
し
た
。

　

第
八
姫
島
は
、魚
種
や
漁
獲
量
に
見

合
っ
た
も
の
と
し
て
、船
体
が
小
型
化
・

軽
量
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、運
用
経
費

が
軽
減
さ
れ
、漁
業
所
得
の
増
加
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
上
輸
送
費
支
援
制
度

　

漁
業
者
の
出
荷
経
費
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、昨
年
よ
り
、本
土
へ
鮮
魚
を

出
荷
す
る
際
の
海
上
輸
送
費
を
、一
部

支
援
し
て
い
ま
す
。

課
題
②
漁
業
経
費
の
増
大
に
対
す
る
取
り
組
み新たな鮮魚運搬船「第八姫島」

販
路
を
拡
大
し
、都
市
圏
で
販
売

　

本
町
は
、大
阪
府
豊
中
市
や
東
京
都
世

田
谷
区
と
の
交
流
を
深
め
て
お
り
、そ
の

関
係
を
活
か
し
、都
市
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
や
販

売
促
進
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、都
市
圏
の
飲
食
店
で
は
、岩
ガ

キ
や
サ
ザ
エ
な
ど
が
隠
岐
産
の
食
材
と

し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
産
品
を
重

点
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、さ
ら
な
る
販
売
促
進
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

島
内
消
費
で
流
通
経
費
削
減

　

新
鮮
な
水
産
物
を
島
内
で
安
定
供

給
す
る
こ
と
は
、観
光
客
向
け
の
ツ

ア
ー
で
の
活
用
な
ど
、島
内
消
費
の

向
上
に
つ
な
が
り
、流
通
経
費
が
削

減
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、島
内
消
費
の
向
上
に
向
け

て
、隠
岐
松
葉
ガ
ニ
を
安
定
供
給
す

る
た
め
の
蓄
養
水
槽
を
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

西
郷
支
所
に
設
置
し
、試
験
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

畜
用
水
槽
で
、
常
時
、カ
ニ
を
備

蓄
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、新
鮮
で

産
地
が
明
確
化
さ
れ
た
安
全
な
カ
ニ

が
提
供
で
き
、
観
光
客
向
け
の
冬

季
ツ
ア
ー
な
ど
に
お
い
て
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　

試
験
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
、

そ
の
他
の
水
産
物
に
つ
い
て
も
利

用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

隠
岐
の
水
産
物
を
全
国
へ

　

現
在
、町
で
は
、隠
岐
水
産
高
校
と
の
連

携
に
よ
る
地
域
食
材
を
使
っ
た
新
た
な
水

産
加
工
品
の
開
発
や
、そ
れ
ら
の
島
内
生

産
、全
国
へ
の
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、

町
内
で
の
大
規
模
な
水
産
加
工
場
の
建

設
へ
向
け
た
調
査
検
討
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

加
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
で
、地
域
の

雇
用
創
出
や
所
得
向
上
に
つ
な
が
り
、地

域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

大阪府豊中市で開催される「豊中まつり」でのＰＲの様子

ＪＦしまね西郷支所に設置した隠岐松葉ガニの蓄養水槽

ブ
ラ
ン
ド
化
と

ブ
ラ
ン
ド
化
と

　
　
　

販
路
拡
大

　
　
　

販
路
拡
大

ブ
ラ
ン
ド
化
と

　
　
　

販
路
拡
大

流
通
出
荷

流
通
出
荷

　
　

体
制
の
改
善

　
　

体
制
の
改
善

流
通
出
荷

　
　

体
制
の
改
善
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稚
魚
・
種
苗
の
放
流

　

減
少
す
る
水
産
資
源
の
確
保
を
目
的

と
し
て
、マ
ダ
イ
の
稚
魚
や
ク
ロ
ア
ワ

ビ
の
種
苗
の
放
流
事
業
を
実
施
し
、沿

岸
資
源
の
維
持
と
回
復
を
図
る
と
と
も

に
、子
ど
も
た
ち
が
漁
業
へ
の
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

漁
場
を
守
り
、育
て
る

　

全
国
的
に
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
る

磯
焼
け
の
実
態
調
査
や
、ア
ワ
ビ
の
放

流
効
果
調
査
な
ど
を
実
施
し
、沿
岸
の

漁
場
再
生
を
図
っ
て
い
ま
す
。

課
題
③
漁
業
生
産
量
の
減
少
に
対
す
る
取
り
組
み

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の
Ｐ
Ｒ

　

大
阪
な
ど
の
都
市
圏
で
開
催
さ
れ

る
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
に
ブ
ー
ス
を

設
け
、漁
業
者
が
直
接
相
談
に
応
じ
る

な
ど
、漁
業
者
の
人
材
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

水
産
庁
で
は
、漁
獲
物
の
販
売
・

漁
業
資
材
の
取
得
な
ど
販
売
・
生
産

面
で
不
利
な
条
件
下
に
置
か
れ
て
い

る
離
島
漁
業
の
活
性
化
を
目
的
に
、

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、町
内
の
８
０
０
世
帯

の
漁
業
者
で
組
織
す
る「
隠
岐
の
島

町
漁
業
集
落
」が
、こ
の
交
付
金
を

活
用
し
、漁
業
者
同
志
で
話
し
合
い

な
が
ら
、自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、

漁
業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

【
活
動
の
一
例
】

①
漁
場
の
生
産
力
向
上
へ

　

漁
場
環
境
の
回
復
と
構
成
員
の
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、海
岸
・
漁

港
内
の
漂
着
ゴ
ミ
清
掃
、海
底
に
放

置
さ
れ
て
い
る
漁
業
用
資
材
や
生
活

廃
棄
物
な
ど
の
撤
去
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

②
魚
価
の
向
上
へ

　

鮮
度
を
保
持
す
る
殺
菌
冷
海
水
装

置
・
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
整
備
や

加
工
品
の
増
産
・
開
発
な
ど
に
取
り

組
み
、魚
価
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。

③
水
産
物
の
消
費
拡
大
へ

　

年
々
減
少
す
る
水
産
物
消
費
量

の
向
上
の
た
め
、漁
業
集
落
ま
つ
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、水
産

物
の
島
内
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

体
験
し
て
学
ぶ
水
産
業

　

町
内
の
保
育
園
児
や
小
中
学
生
を

対
象
に
、稚
魚
の
放
流
体
験
や
水
産
教

室
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
、水
産
業
を
身
近

に
感
じ
、海
や
生
き
物
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、魚
離
れ
が
進
む
子

ど
も
た
ち
へ
の
魚
食
普
及
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

課
題
④
漁
業
就
業
者
の
減
少
に
対
す
る
取
り
組
み

マダイの放流体験で稚魚について学ぶ園児の皆さん（都万地内）

ＪＦしまね西郷支所婦人部による水産教室の様子

豊
か
な
漁
場
を

豊
か
な
漁
場
を

　
　
　
　
　
未
来
に
残
す

未
来
に
残
す

豊
か
な
漁
場
を

　
　
　
未
来
に
残
す

漁
業
就
業
者
の

漁
業
就
業
者
の

　
　

確
保
と
育
成

　
　

確
保
と
育
成

漁
業
就
業
者
の

　
　

確
保
と
育
成

漁業者の創意工夫で活性化 ～離島漁業再生支援交付金の活用～

低価格で鮮魚を販売するなど、水産物の消費拡
大やＰＲを目的とした「漁業集落まつり」の様子

干しわかめの増産と作業の効率化を図るために
整備した、わかめの共同天日干し場の様子

漁場環境の維持のため、継続的に実施している
海岸での清掃活動の様子
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1
月
31
日（
土
）、「
第
４
回
ク
ヌ
ギ
の
森

に
あ
る
も
の
」が
開
催
さ
れ
、約
40
名
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、節
分
に
つ
い
て
の
学
習
及
び
鬼
退

治
ゲ
ー
ム
と
し
て
、鬼
の
的
当
て
・
玉
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
時
開
催
し
た「
Ｏ-

Ｋ
Ｉ
ギ
ネ
ス

に
挑
戦
！
」で
は
、ジ
ャ
ン
ボ
恵
方
巻
き
に
挑

戦
し
、昨
年
よ
り
90
㎝
長
い
、23
ｍ
30
㎝
の

新
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

節
分
に
ち
な
ん
だ
、楽
し
い
活
動
で
、参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　

 

電
話
２‐
２
２
０
６（
代
表
）

第
４
回
ク
ヌ
ギ
の
森
に
あ
る
も
の

＆
Ｏ‐

Ｋ
Ｉ
ギ
ネ
ス
に
挑
戦

　

11
月
30
日（
日
）、第
８
回
隠
岐
の
島

町
水
泳
競
技
会
が
、屋
内
温
水
プ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、幼
児
か
ら
一
般
ま
で
の
水
泳
愛
好

者
１
５
５
名
が
自
己
記
録
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

年
々
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、72
種
目
で
新

記
録
が
誕
生
す
る
な
ど
、日
頃
の
練
習
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
た
競
技
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
８
回
隠
岐
の
島
町
水
泳
競
技
会

　

磯
小
学
校
で
は
、『
心
一
つ
に
響
き
合

う
歌
声
』を
め
ざ
し
、４
年
前
か
ら
七
夕

コ
ン
サ
ー
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
、３
年
前
か

ら
は
、音
楽
の
授
業
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
き
ま
し
た
。そ
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、1
月
2 9
日（
木
）に
島
根
県
教
育

文
化
振
興
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

副
賞
と
し
て
、キ
ー
ボ
ー
ド
を
２
台
贈

呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
の
音
楽

活
動
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

磯
小
学
校
が
平
成
26
年
度
島
根
県

教
育
文
化
振
興
会
奨
励
賞
を
受
賞

　

2
月
2
日（
月
）
、
第
５
回
「
竹
島
・

北
方
領
土
問
題
を
考
え
る
」中
学
校
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
、
島
根
県
庁

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
島
根
県
の
中

学
生
が
、竹
島
や
北
方
四
島
の
歴
史
と

現
実
に
関
心
を
持
ち
、そ
こ
に
存
在
す

る
領
土
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
竹

島
・
北
方
領
土
問
題
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、島
根
県
な
ど
が
平
成

22
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
県
内
25
中
学
校
か
ら

９
１
１
点
の
応
募
が
あ
り
、
本
町
か

ら
は
、次
の
３
名
の
皆
さ
ん
が
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
県
民
会
議
会
長
賞
】

　

高
梨
結
衣
さ
ん（
都
万
中
・
３
年
）

【
隠
岐
の
島
町
長
賞
】

　

荒
井
大
和
さ
ん（
西
郷
中
・
３
年
）

【
教
育
者
会
議
会
長
賞
】

　

和
田
怜
さ
ん（
五
箇
中
・
３
年
）

第
５
回
﹁
竹
島
・
北
方
領
土
問
題

を
考
え
る
﹂
中
学
校
作
文
コ
ン
ク

ー
ル

【
第
37
回
隠
岐
の
島
町

　
　
　
　

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
】

　
　

○
男
子　

１
位　

城
北
町

　
　

○
女
子　

１
位　

隠
岐
高
校

　
　

○
職
域　

１
位　

チ
ー
ム
お
お
し
ろ

【
第
38
回
隠
岐
の
島
町
卓
球
選
手
権
大
会
】

　

■
個
人
戦

　
　

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

１
位　

　
　
　

水
野
正
明
・
赤
田
宏
行　

組（
東
郷
）

　
　

○
男
子
一般　

１
位　

　
　
　

八
幡
義
範（
西
郷
）

　
　

○
男
子
シ
ニ
ア　

１
位　

　
　
　

濱
田
日
出
夫（
中
条
）

　
　

○
男
子
マ
ス
タ
ー　

１
位　

　
　
　

冨
田
義
晴（
磯
）

　
　

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

１
位　

　
　
　

宮
西
幹
子
・
岩
室
み
ゆ
き　

組（
磯
）

　
　

○
女
子
一般　

１
位　

　
　
　

代　

杏
莉（
隠
岐
高
校
）

　

■
団
体
戦

　
　

○
男
子　

１
位　

中
村
Ａ

　
　

○
女
子　

１
位　

西
郷
Ｄ

隠
岐
の
島
町
体
育
協
会
主
催
大
会

結
果
一
覧

写
真
上
：
鬼
の
的
当
て
の
様
子

写
真
下
：ジ
ャ
ン
ボ
恵
方
巻
き
作
り
の
様
子

奨励賞（音楽教育）受賞の際に評価された
取組「七夕コンサート」の様子
（平成26年6月28日）

今回表彰を受賞された生徒の皆さんと
関係者の方々
（平成２７年２月２日・島根県庁）

受賞した奨励賞の表彰状と
副賞のキーボード



65歳
以上

スポーツ活動
※C区分でも加入可※スポーツ活動を行わない場合はA2区分

7

スポーツ安全保険加入のご案内

インターネットからの加入受付を行なっています。詳しくは、ホームページをご覧ください。
公益財団法人 スポーツ安全協会 島根支部（島根県体育協会内）　http://www.sportsanzen.org

○お問い合わせ・関係資料　隠岐の島町教育委員会 生涯学習課　TEL：2-2126

平成27年度のスポーツ安全保険の申込受付が３月から始まります。

※同一団体で1口しか加入できません。中途加入をする場合、中途脱退する場合も年間掛金を適用します。加入後の入換え、加入区分の変更は出来ません。※危険度の高いスポーツ活動はD区分以外では補償されません。

◎対象となる事故：団体活動中の事故／往復中の事故
◎保   険   期   間  ：平成27年４月1日より平成28年3月31日まで　

加入区分・掛金・補償額

加入対象者 補償対象となる団体活動
突然死葬祭
費用保険
支払限度額

賠償責任保険
支払限度額
（免責金額なし）

後遺障害
（最高）

死亡 入院
（日額）

通院
（日額）

損害保険金額
年間掛金
（1人当たり）

加入
区分

A1

AW

A2

C

AC

B

D全年齢 危険度の高いスポーツ活動

（団体活動を行う5名以上の方々でご加入ください。加入区分は加入者ごとにご選択ください。

子どもへのスポーツ活動の指導・審判
※C区分でも加入可

65歳以上
の方も加入
できます。

スポーツ活動
スポーツ活動の指導・審判

上段：団体活動中及びその往復中の補償額
下段：上記以外（個人活動など）の補償費

高校生
以上

大　
　

人

子ども

（　　　　　  ）特別支援学校
高等部の
生徒を含む

中学生以下

文化・ボランティア・地域活動
団体員の送迎、応援、準備、片付け
※スポーツ活動を行う場合は対象となりません。

スポーツ活動
文化・ボランティア・地域活動 800円

800円

1,850円

1,300円

1,000円

11,000円

1,450円

2,000万円

2,000万円

2,000万円

1,000万円

600万円

500万円

2,100万円

4,000円

4,000円

4,000円

2,500円

1,800円

1,800円

5,000円

1,500円

1,500円

1,500円

1,000円

1,000円

1,000円

2,000円

100万円

3,000万円

3,000万円

3,000万円

1,500万円

900万円

750万円

3,150万円

150万円 1,000円 500円

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）
上記団体活動に加え、個人活動も対象
   AW区分の特徴：
   個人活動・個人練習なども補償の対象となります。

熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒の
場合、保険金額はA1区分と同様

熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒は
対象となりません。

対人・対物賠償
合算 1事故 5億円
ただし、対人賠償は1人1億円

葬祭費用
180万円

急性心不全
脳内出血など（　　　　　     ）
突然死

葬祭費用
180万円

急性心不全
脳内出血など（　　　　　     ）
突然死

対象外

対人・対物賠償
合算 1事故 5億円
ただし、対人賠償は1人1億円

※自動車事故によって
賠償責任を負った場合は、
補償の対象となりません。

対人・対物賠償
合算 1事故 1億500万円
ただし、対人賠償は
          1人 1億500万円

対人・対物賠償
合算 1事故 1億500万円

　２月に行なった蔵書点検の結果、今年度行方不
明になった本は、１８点でした。内訳は、一般図
書４冊、児童図書３冊、郷土資料２冊、マンガ９
冊です。
 例年と比べ少ない数字ですが、いくつかの資料
の所在がわからなくなっていることは事実です。
万が一、貸出手続きをせずに持ち帰ってしまった
本がありましたら、図書館までお知らせくださ
い。
　また、点検期間中には、ボランティアの方々にご
協力いただき、すべての棚と本の清掃を行いまし
た。ありがとうございました。

蔵書点検結果報告蔵書点検結果報告蔵書点検結果報告

　図書館では、昭和２０年代から隠岐で出版され
た新聞『隠岐公論』（昭和２９年～５９年）や『隠
岐タイムス』（昭和２６年～４３年）を見ること
ができます。
　当時の隠岐の出来事や考え方などを知ること
ができる貴重な資料ですが、古いもののため抜け
ている号がいくつかあります。もしも、これらの
資料をご自宅にお持ちの方がいらっしゃいまし
たら、図書館まで情報をお寄せください。

昭和の隠岐を知る
『隠岐公論』・『隠岐タイムス』
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まちのできごと
　

14
歳
の
春
を
迎
え
る
若
者
た
ち

が
、新
た
な
決
意
な
ど
を
述
べ
る

「
立
志
式
」が
、町
内
の
各
中
学
校

及
び
隠
岐
養
護
学
校
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

立
志
式
は
、昔
、武
家
な
ど
が
成

人
す
る
と
き
に
行
わ
れ
た
元
服
の

儀
式
に
な
ぞ
ら
え
た
催
し
で
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、布
施
地
区
に

お
い
て
40
年
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
行

事
と
し
て
開
催
さ
れ
て
来
ま
し
た

が
、今
年
度
か
ら
は
、町
内
す
べ
て

の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、中
学
生
の
皆
さ
ん

が
、夢
や
目
標
に
つ
い
て
発
表
し
、

将
来
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

1/24～2/24

14
歳
の
決
意
を
発
表

無
病
息
災
を
願
っ
て

隠
岐
の
島
町
立
志
式

　

島
後
少
年
補
導
委
員
連
絡
協
議
会

な
ど
に
よ
る
、町
内
の
小
学
生
の
親
睦

と
心
と
体
を
鍛
練
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、「
第
８
回
少
年
健
全
育
成
ち

び
っ
こ
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会
」が
、隠
岐
の

島
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
に
は
、町
内
の
小
学
生
約
50

名
が
参
加
し
、高
学
年
と
低
学
年
に

分
か
れ
、３
人
一
組
の
団
体
戦
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、専
用
の
安
全

な
柔
ら
か
い
剣
を
使
っ
て
、楽
し
み
な

が
ら
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

●
低
学
年
の
部

優　

勝　
ス
リ
ー
ピ
ー
ス

準
優
勝　

隠
岐
柔
友
会「
い
ち
ょ
う
」

●
高
学
年
の
部

優　

勝　

五
箇
ミ
ラ
ク
ル
番
長

準
優
勝　

五
箇
ミ
ラ
ク
ル
忍
忍

心
と
体
の
鍛
練

ち
び
っ
こ
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会

山
田
客
祭
風
流

2/12～13
宇
宙
に
漂
う
、素
粒
子
を
学
ぶ
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
研
修
会

漂

、素
粒
子

学
ぶ

　西郷中学校吹奏楽部、隠岐高校吹奏楽部、隠岐の吹奏楽の仲
間たちの皆さんによる、「第２4回ブラスの響き」が、隠岐島文化会館
で開催されました。それぞれの団体による演奏や、全員参加の合同
演奏など、全10曲の多彩な音色に、会場から、温かい拍手が送られ
ました。（写真は、参加者全員による合同演奏の様子）

2/11

2/8
美しい音色を披露 第24回ブラスの響き

　

一
年
の
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を

祈
願
す
る「
山
田
客
祭
風
流
」（
町
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
）が
、山
田
神

社
境
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

弓
の
神
事

で
は
、鼠
と
烏

の
描
か
れ
た

的
に
向
か
っ
て

氏
子
た
ち
が

矢
を
放
ち
、

矢
が
的
に
命

中
す
る
と
、

訪
れ
た
皆
さ

ん
か
ら
は
、大

き
な
歓
声
と

拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

宇
宙
に
漂
う
素
粒
子「
ニュ
ー
ト
リ
ノ
」に
つ
い
て
、最

前
線
の
研
究
を
わ
か
り
や
す
く
学
ぶ
、「
ニュ
ー
ト
リ
ノ
研

修
会
」が
、町
内
の
中
学
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
、高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加

速
器
研
究
機
構
の
吉
岡
正
和
名
誉
教
授
と
素
粒
子
原
子

核
研
究
所
の
長
谷
川
琢
哉
教
授
で
、霧
箱
と
い
う
実
験
装

置
を
使
っ
て
、放
射
線
が
通
過
し
た
跡
を
観
察
す
る
実
験

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
身
が
研
究
者
と
な
っ
た
き
っ
か
け
を
話
さ
れ
る
な
ど
、将
来
子
ど
も
た

ち
が
進
路
を
考
え
る
上
で
も
、大
変
意
義
の
あ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。　

2/14

一人ひとり、目標などを発表する五箇中学校生徒の皆さん
（2月15日・五箇生涯学習センター）

熱戦を繰り広げた、低学年の部決勝戦の様子
（写真右は、スリーピースチーム）

優準
優

来
子
ど
も
た

た
。

西郷中学校での研修会の様子
（写真中央は、吉岡正和  氏）

名
が

分
か

を
繰参

な
柔

が
ら

【
大
会

●
低

優準
優

●
高

的に向け弓を引く神事の様子
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2/15
環
境
問
題
を
楽
し
く
学
ぶ
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
in
お
き

　

隠
岐
の
島
町
ま
ち
づ
く
り
運
動

協
議
会
な
ど
に
よ
る
、環
境
問
題
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

in
隠
岐
」が
、隠
岐
島
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、環
境
問
題
に
関
係
し

た
パ
ネ
ル
展
示
、捨
て
ら
れ
る
県
産

の
竹
を
使
っ
た
マ
イ
箸
作
り
コ
ー

ナ
ー
の
ほ
か
、大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
約
４
０
０
名
の
皆
さ

ん
は
、楽
し
み
な
が
ら
、身
近
な
環

境
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

2/21

3/8

心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
製
品
隠
岐
養
護
学
校「
岐
楽
市
」

　

隠
岐
養
護
学
校
高
等
部
の
皆

さ
ん
に
よ
る
作
業
製
品
販
売
会

「
岐
楽
市（
き
ら
く
い
ち
）」が
、

サ
ン
テ
ラ
ス
２
階
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、生
徒
の
皆
さ
ん

が
作
業
学
習
で
製
作
し
た
、花

台
な
ど
の
木
工
製
品
、か
ば
ん

な
ど
の
さ
を
り
織
り
製
品
、皿
や

花
瓶
な
ど
の
陶
芸
製
品
の
販
売

や
、手
作
り
ケ
ー
キ
の
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、大
勢

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

2/22
隠
岐
松
葉
ガ
ニ
で
町
を
活
性
化
か
に
フ
ェ
ス
タ

　

隠
岐
の
島
町
商
工
会
青
年
部

の
皆
さ
ん
な
ど
に
よ
る
、隠
岐
特

産
の
隠
岐
松
葉
ガ
ニ
を
利
用
し

た
町
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
と

し
た「
か
に
フ
ェス
タ
」が
、隠
岐
島

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、茹
で
ガ
ニ
・
焼
き

ガ
ニ
の
販
売
や
町
内
の
飲
食
店

が
考
案
し
た
、カ
ニ
を
使
っ
た

ラ
ー
メ
ン
や
お
好
み
焼
き
な
ど
の

新
メ
ニ
ュ
ー
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

来
場
し
た
皆
さ
ん
は
、冬
の
味

覚
の
代
表
で
あ
る
、隠
岐
松
葉

ガ
ニ
の
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

2/15
春
を
告
げ
る
水
仙
の
香
り
油
井
す
い
せ
ん
祭
り

　
「
第
９
回
油
井
す
い
せ
ん
祭
り
」

が
、油
井
の
池
園
地
駐
車
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、水
仙
の
切
り
花
の
無

料
配
布
や
カ
ニ
汁
の
ふ
る
ま
い
、地

元
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、は
っ

さ
く
や
海
産
物
の
販
売
の
ほ
か
、屋

台
な
ど
が
立
ち
並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
然
豊
か
な
油
井
の
池
を

巡
る
、ジ
オ
パ
ー
ク
ツ
ア
ー
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
催
さ
れ
、大
勢
の
来
場

者
の
皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

隠
さ
ん

「
岐サン

ま
し会

が
作

台
な

な
ど

花
瓶

や
、手

ナ
ー

の
来

2/22

大勢の来場者でにぎわう、大フリーマーケットの様子

3/8

校「
岐
楽
市
」製品を選ぶ来場者の皆さんと揃いの法被を着て対応する

生徒の皆さん

た
町

し
た

文
化会

ガ
ニ

が
考

ラ
ー

新
メ

た
。来

覚
の

ガ
ニ

水仙の切り花やカニ汁の無料配布の様子

焼きガニを堪能する来場者の皆さん

80
年
間
、あ
り
が
と
う 

    

日
の
丸
保
育
所
閉
所
式
典

　

日
の
丸
保
育
所
の
閉
所
式
典
が
行

わ
れ
、園
児
や
保
護
者
、一
般
の
方
な

ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
保
育
所
は
、昭
和
11
年
に
、農

繁
時
期
な
ど
の
季
節
保
育
所
と
し
て

開
設
さ
れ
、こ
れ
ま
で
約
8 0
年
間
、

お
よ
そ
5
0
0
人
の
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、園
児
一
人
ひ
と
り
に
保

育
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、保
護
者
の

方
々
か
ら
保
育
所
へ
感
謝
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
の
保
育
所
の
活
動

を
集
め
た
映
像
が
上
映
さ
れ
、会
場
の

皆
さ
ん
か
ら
、温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、園
児
に
よ
る
踊
り
の
披

露
や
も
ち
投
げ
な
ど
が
、に
ぎ
や
か
に

行
わ
れ
、長
年
、布
施
地
区
の
子
育
て

支
援
を
担
っ
て
き
た
保
育
所
の
長
い
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

閉所式典での保育証書授与の様子
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人
口
減
少
な
ど
を
原
因
と
し
て
、社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家
に
つ
い
て

は
、平
成
25
年
の
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

全
国
の
空
き
家
率
13
．５
％
に
対
し
て
、

島
根
県
で
は
、14
．７
％
、隠
岐
の
島
町

で
は
、実
態
調
査
を
行
な
っ
た
結
果
、空

き
家
戸
数
は
、９
１
９
戸
で
、空
き
家
率

は
、12
．０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、国
で
は
、昨

年
11
月
に
空
家
対
策
推
進
特
別
措
置
法

を
制
定
し
、町
で
は
、昨
年
12
月
19
日

に
、空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
を
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、空
き
家
の
所
有
者
に

お
い
て
、空
き
家
が
周
囲
に
対
し
て
危
険

な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、適
正
な
管

理
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。し
か

し
、長
年
放
置
さ
れ
て
き
た
危
険
な
空
き

家
に
つ
い
て
は
、改
修
を
行
う
こ
と
が
困

難
な
も
の
も
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、町
で
は
、安
全
な
居
住
環

境
と
良
好
な
町
並
み
を
確
保
す
る
た
め

に
、危
険
な
空
き
家
を
解
体
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る「
隠
岐
の
島
町
危
険
空

き
家
除
却
事
業
」を
、次
の
と
お
り
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
の
解
体
・
除
去
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
は
、補
助
事
業
の
活
用
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

●
事
業
の
目
的

　

危
険
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
の
除
却

工
事
に
対
し
て
、工
事
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、安
全
な
居
住
環
境

と
良
好
な
住
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

●
危
険
空
き
家
と
は

（
１
）町
内
に
所
在
す
る
住
宅
で
常
時
無

　
　

人
の
状
態
の
も
の

（
２
）倒
壊
の
恐
れ
が
あ
り
、周
囲
に
対
し

　
　

て
著
し
く
危
険
性
が
高
い
も
の

●
補
助
対
象
者（
申
請
者
）

（
１
）危
険
空
き
家
の
所
有
者
ま
た
は
相

　
　

続
人

（
２
）右
記（
１
）の
同
意
を
受
け
た
者

危
険
空
き
家
除
却
事
業
の
概
要

●
補
助
対
象
と
な
る
危
険
空
き
家

　

次
の
要
件
を
、す
べ
て
満
た
す
住
宅
で

す
。

（
１
）町
内
に
存
在
す
る
木
造
住
宅

（
２
）危
険
度
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
で

　
　

危
険
空
き
家
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

※

危
険
度
判
定
は
、お
申
し
込
み
の
あ
っ

た
空
き
家
を
、町
が
調
査
し
て
判
定
し
ま

す
。

　

な
お
、判
定
基
準
は
、次
の
項
目
で
す
。

　

申
込
書
は
、役
場
建
設
課
の
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
課
管
理
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　
　

 

電
話
２-

８
５
６
４

●
助
成
を
受
け
る
ま
で
の
手
順

①
空
き
家
の
危
険
度
判
定
の
調
査

　

申
込
書
を
、役
場
建
設
課
管
理
住

　

宅
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
危
険
度
を
判
定
基
準
に
よ
り
調

　

査
し
、判
定
結
果
を
申
請
者
に
報

　

告
し
ま
す
。

【
判
定
結
果
】

● 

危
険
度
が
な
い
場
合

　

除
却
の
助
成
は
、受
け
ら
れ
ま
せ 

　

ん
。

● 

危
険
度
が
あ
る
場
合

　

除
却
の
助
成
が
、受
け
ら
れ
ま
す
。

③
危
険
度
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た

　

場
合
は
、除
却
工
事
を
実
施
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　
④
工
事
完
了
後
、助
成
金
額
を
お
支

　

払
い
し
ま
す
。

（
３
）兼
用
住
宅
は
、１
／
２
以
上
が
住
宅

　
　

で
あ
る
こ
と

●
補
助
金
の
額

　

次
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
工
事
費
の

８
割
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、限
度
額
は
、

１
戸
当
た
り
１
５
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

①
除
却
工
事
費（
除
却
施
工
会
社
と
の
契

　

約
金
額
）

②
国
が
定
め
る
標
準
除
却
費×

延
べ
床

　

面
積

【
判
定
基
準
】

①
住
宅
の
危
険
度

・
基
礎
、外
壁
の
程
度

・
基
礎
、外
壁
、屋
根
の
劣
化
状
況
の  

　
程
度

・
防
火
、避
難
上
の
程
度

・
排
水
設
備
の
状
況
の
程
度

②
周
辺
住
環
境
危
険
度

・
道
路
、通
行
人
、隣
接
地
に
対
す
る  

　
影
響
の
程
度

・
地
域
の
要
因（
景
観
、密
集
地
、地 

　
元
要
望
な
ど
）

申請者申請者 町町

危険空き家と判定された町内の空き家

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
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軽
自
動
車
の
税
率
は
、平
成
26
年
度
税

制
改
正
大
綱
に
よ
る
、地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
、下
表
の
と
お
り
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、平
成
27
年
度
税
制
改
正
大
綱
に

よ
り
、次
の
項
目
に
つ
い
て
は
、再
度
、見

直
さ
れ
、変
更
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、内

容
が
決
定
次
第
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

以
下
の
表
で
、※

印
の
つ
い
た
税
率
が
、

変
更
が
予
定
さ
れ
て
い
る
項
目
で
す
。詳
細

は
、左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
変
更
が
予
定
さ
れ
る
項
目
】

①
原
付
を
含
む
二
輪
、ミ
ニ
カ
ー
、小
型
特

殊
自
動
車
の
税
率
改
正
を
１
年
延
期
し
、平

成
28
年
度
か
ら
と
す
る
。

②
平
成
27
年
度
に
新
規
で
新
車
登
録
し
た

車
輌
に
お
い
て
、環
境
負
荷
の
小
さ
い
も
の

に
つ
い
て
は
、平
成
28
年
度
の
税
率
を
軽

減（
25
％
〜
75
％
軽
減
）す
る
。

●
軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限

　

平
成
27
年
度
は
、６
月
１
日（
月
）が
納

期
限
で
す
。

●
軽
自
動
車
税
の
納
付
に
は
、口
座
振
替

が
便
利
で
す
。是
非
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２‐

８
５
７
４

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

平
成
27
年
度
か
ら

　農耕作業用とは、乗用型で最高速度35㎞/h未満の農耕トラクター、コンバイン、田植え機などで、
軽自動車税の課税対象となります。たとえ道路を走行しなくても、これらを所有している方は、軽自動車
税の申告手続きをして標識(ナンバープレート)の交付を受ける必要があります。

【●印のついた税率について】平成27年3月31日までに新車新規登録（初めて車輌番号の指定を受
けたもの）した車輌の税率です。なお、初度検査年月（初めて車輌番号の指定を受けた月）から13年
目までは、平成26年度までの税率と同額です。
【★印のついた税率について】初度検査年月から13年を経過した車輛の税率です。
【◎印のついた税率について】平成27年4月１日以降に新車を新規登録した場合の税率です。
なお、軽自動車税は、毎年、４月１日を基準日として、登録してある軽自動車三輪・四輪の所有者または
使用者に課せられますので、平成27年4月1日に登録した場合には、平成27年度の軽自動車税は、課
せられますが、4月２日以降に新車の新規登録した場合は、平成28年度から課せられます。

１．原動機付自転車・軽自動車二輪・二輪の小型自動車・小型特殊自動車等
車種

原動機付自転車

軽自動車三輪

自家用

営業用

自家用

営業用

軽自動車四輪乗用車

軽自動車四輪貨物

小型特殊自動車

軽自動車二輪126cc～250cc
二輪の小型自動車251cc～
ミニカー

農耕作業用
その他

平成26年度 平成27年度 平成28年度～
2,000円
2,000円
2,400円
3,600円
6,000円
3,700円
2,000円
5,900円

※ 2,000円
※ 2,000円
※ 2,400円
※ 3,600円
※ 6,000円
※ 3,700円
※ 2,000円
※ 5,900円

1,000円～50cc
51cc～90cc
91cc～125cc

1,200円
1,600円
2,400円
4,000円
2,500円
1,600円
4,700円

２．軽自動車三輪・四輪
車種 平成26年度 平成27年度 平成28年度～

※◎  3,800円
★  4,500円
●  3,000円

※◎  5,000円
★  6,000円
●  4,000円

※◎  6,900円
★  8,200円
●  5,500円

※◎ 10,800円
★ 12,900円
●  7,200円

※◎  3,900円
★  4,600円
●  3,100円

◎  3,800円

●  3,000円
◎  5,000円

●  4,000円
◎  6,900円

●  5,500円
◎ 10,800円

●  7,200円
◎  3,900円

●  3,100円
3,100円

7,200円

5,500円

4,000円

3,000円
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◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
２-

２
１
１
１

　

大
相
撲
３
月
場
所
の
新
番
付
が
発
表
さ

れ
、隠
岐
の
島
町
出
身
で
八
角
部
屋
の
隠

岐
の
海
関
が
関
脇
に
昇
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

隠
岐
の
海
関
は
、東
前
頭
６
枚
目
で
臨

ん
だ
、平
成
27
年
大
相
撲
１
月
場
所
に
お

い
て
、９
勝
６
敗
の
成
績
を
お
さ
め
、今
回

の
関
脇
昇
進
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、町
で
は
、隠
岐
の
海
関
の
関
脇

昇
進
を
お
祝
い
す
る
懸
垂
幕
を
役
場
本

庁
前
に
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、是
非
、ご

覧
く
だ
さ
い
。 

　

新
関
脇
の
隠
岐
の
海
関
に
、皆
さ
ま
の

ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ベ
ル
ギ―

映
画「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
〜
心

〜
」
監
督
・
ヴ
ァ
ン
ニ
ャ
・
ダ
ル
カ
ン
タ

ラ（
ベ
ル
ギ
ー
出
身
）の
撮
影
が
、隠
岐

の
島
町
内
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

撮
影
は
、４
月
初
旬
か
ら
５
月
初
旬
に

か
け
て
、町
内
各
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

主
演
は
、フ
ラ
ン
ス
人
女
優
の
イ
ザ
ベ

ル
・
カ
レ
さ
ん
で
、日
本
か
ら
は
、俳
優

の
國
村
隼 (

く
に
む
ら
じ
ゅ
ん)

さ
ん
が

出
演
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
映
画
は
、人
生
の
生
き
る
目
的
を

失
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
が
、弟
の
死
を

き
っ
か
け
に
日
本
を
訪
れ
、生
前
、日
本

に
暮
ら
し
て
い
た
弟
の
足
跡
を
た
ど
り

な
が
ら
、人
々
と
の
交
流
を
通
じ
、生
き

る
意
味
を
見
出
し
、再
出
発
を
図
る
ス

ト
ー
リ
ー
で
す
。　
　
　

　

な
お
、映
画
の
撮
影
に
際
し
、エ
キ
ス

ト
ラ
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
人
数
は
、
20
名
前
後
で
、詳
細

は
、後
日
、お
知
ら
せ
便
及
び
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

隠
岐
の
島
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
３-

１
５
５
１

第
10
回「
竹
島
の
日
」記
念
式
典

　

    

〜
条
例
制
定
か
ら
10
年
〜

　

２
月
22
日
は
、島
根
県
が
条
例
で
定

め
た「
竹
島
の
日
」で
す
。

　

こ
の
日
に
あ
わ
せ
、島
根
県
、島
根
県

議
会
、竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

島
根
県
民
会
議
で
は
、平
成
18
年
か
ら

毎
年
、「
竹
島
の
日
」記
念
式
典
及
び
竹

島
・
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
県
民
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
式
典
は
、「
竹
島
の
日
を
定
め

る
条
例
」が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、10
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。政
府
か
ら

は
、松
本
洋
平
内
閣
府
大
臣
政
務
官
が
出

席
さ
れ
た
ほ
か
、与
野
党
の
国
会
議
員
も

多
数
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
、本
町
の
松
田
町
長
は
、

こ
の
10
年
を
振
り
返
り
、「
島
根
県
に
よ

る
条
例
の
制
定
が
、世
論
を
喚
起
し
、政

府
を
動
か
す
原
動
力
と
な
っ
た
」と
、そ

の
意
義
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、国
に
対

し
て
は
、竹
島
問
題
を
所
管
す
る
組
織
を

設
置
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、政
府
に
よ
る

「
竹
島
の
日
」の
制
定
な
ど
、よ
り
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を
求
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、竹
島
問
題
研
究
の
た
め
に
協

力
・
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
、感
謝
状
の

贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
、本
町
の
関
係
者

か
ら
は
、３
名
の
方
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

【
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
皆
さ
ん
】

●
手
﨑 

り
え
子　

様（
千
葉
県
在
住
）

　

昭
和
初
期
に
、竹
島
の
サ
ザ
エ
を
缶
詰

や
ボ
タ
ン
に
加
工
し
て
い
た
森
山
缶
詰

の
経
営
者
、森
山
秀
之
助
氏
の
長
女
。

　

西
郷
地
区
に
あ
っ
た
工
場
内
で
の
加

工
の
様
子
に
つ
い
て
、写
真
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
八
幡 

智
之　

様（
久
見
地
区
在
住
）

　

昭
和
10
年
代
に
、竹
島
で
カ
ナ
ギ
漁

を
行
な
っ
て
い
た
八
幡
伊
三
郎
氏
の
孫
。

　

伊
三
郎
氏
が
、竹
島
で
の
カ
ナ
ギ
漁
の

実
態
を
詳
細
に
記
し
た
日
誌
や
、箱
メ
ガ

ネ（
か
が
み
）な
ど
の
漁
具
類
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
吉
田 

徹　

様（
栄
町
地
区
在
住
）

　

昭
和
初
期
に
、竹
島
渡
航
を
行
な
っ
て

い
た「
神
福
丸
」船
長
、吉
田
重
太
郎
氏

の
孫
。

　

運
搬
船「
神
福
丸
」の
イ
ラ
ス
ト
や
、

神
福
丸
の
運
搬
船
と
し
て
の
実
態
、ア
シ

カ
の
油
で
作
っ
た
塗
り
薬
な
ど
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
証
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
竹
島
対
策
係

　
　
　
　
　
　

    

電
話
２‐

２
１
１
１

新関脇に昇進した隠岐の海関

隠
岐
の
海
関
関
脇
昇
進

ベ
ル
ギ
ー
映
画

「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
〜
心
〜
」の

隠
岐
の
島
町
ロ
ケ
に
つ
い
て
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隠
岐
の
島
警
察
署
と
町
内
６
地
区
の

子
ど
も
み
ま
も
り
隊（
中
条
・
中
村
・
布

施
・
五
箇
・
都
万
・
磯
）が
、ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー（
車
に
取
り
付
け
、運
転
中

の
状
況
な
ど
を
映
像
で
記
録
す
る
機
器
）

を
活
用
し
た
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、み
ま
も
り
隊
の
皆
さ
ん

に
よ
る
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用

し
た
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
推

進
し
、安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
構

築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
に
よ
り
、パ
ト
ロ
ー
ル
中

に
発
生
し
た
、事
件
や
事
故
な
ど
が
録
画

さ
れ
て
い
た
場
合
に
、録
画
し
た
記
録
を

隠
岐
の
島
警
察
署
に
提
供
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

協定を締結した、各地区子どもみまもり隊の隊長と
早川正一隠岐の島警察署長（写真中央）
（3月2日・隠岐の島警察署）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

隠
岐
の
島
警
察
署　

電
話
２-
０
１
１
０

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
観
光
課
交
通
交
流
係

　

                     

電
話
２-

８
５
７
５

ふ
る
さ
と
写
真
館

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、皆
さ
ま
が

撮
影
さ
れ
た
写
真
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

東
町
の
地
蔵
院（
清
久
寺
）で
、

昨
年
撮
影
さ
れ
た
、枝
垂
桜
の
写
真

で
す
。今
年
も
満
開
の
花
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

次
回
も
、皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
送
付
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
　
　
　

 

電
話
２-

８
５
７
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

jouhou@
tow
n.okinoshim

a.shim
ane.jp

「枝垂桜と六地蔵」　小室賢治さん
（平成26年4月11日撮影）

【
今
月
の
一
枚
】

隠
岐
の
島
警
察
署
と
各
地
区

子
ど
も
み
ま
も
り
隊
の
協
定

に
つ
い
て

　

３
月
３
日（
火
）か
ら
４
日（
水
）に

か
け
て
、本
町
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
ク

ロ
ト
シ
ン
市
と
の
交
流
事
業
と
し
て
、駐

日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
の
ツ
ィ
リ

ル
・
コ
ザ
チ
ェ
フ
ス
キ
大
使
及
び
ク
ロ
ト

ロ
ン
市
の
フ
ラ
ン
チ
シ
ェ
ク
・
マ
ル
シ
ャ

ウ
ェ
ク
市
長
な
ど
1 0
名
の
関
係
者
の
皆

さ
ん
が
本
町
に
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

【
交
流
の
き
っ
か
け
】

　

今
回
の
交
流
は
、島
根
経
済
同
友
会
の

宮
脇
和
秀
代
表
幹
事
が
、欧
州
視
察
に
参

加
さ
れ
た
際
、駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
日

本
国
大
使
の
山
中
誠
大
使
か
ら
、相
撲
を

通
じ
た
日
本
の
自
治
体
と
の
交
流
に
つ

い
て
相
談
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、隠
岐
古
典
相
撲
な
ど
の
伝
統
が
あ
る

隠
岐
の
島
町
と
、相
撲
が
盛
ん
で
ポ
ー
ラ

ン
ド
相
撲
連
盟
の
本
部
が
あ
る
ク
ロ
ト

シ
ン
市
が
、交
流
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

【
今
回
の
交
流
内
容
】

　

ク
ロ
ト
シ
ン
市
の
皆
さ
ん
は
、五
箇
相

撲
場
で
、相
撲
の
稽
古
の
様
子
を
見
学
さ

れ
た
ほ
か
、牛
突
き
な
ど
の
伝
統
行
事
や

玉
若
酢
命
神
社
な
ど
を
見
学
さ
れ
ま
し

た
。さ
ら
に
、本
町
の
相
撲
関
係
者
の
皆

さ
ん
と
交
流
会
を
行
う
な
ど
、互
い
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

【
今
後
へ
の
期
待
】

　

ク
ロ
ト
シ
ン
市
で
６
月
に
開
催
さ
れ

る
予
定
の
市
制
６
０
０
周
年
記
念
式
典

に
本
町
関
係
者
が
招
待
さ
れ
る
な
ど
、互

い
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、今

後
、青
少
年
交
流
や
文
化
交
流
及
び
欧
州

地
域
で
の
隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど

の
情
報
発
信
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
ク
ロ
ト
シ

ン
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

相撲の稽古を見学する、ポーランド共和国関係者の皆さん
（五箇相撲場）

握手を交わすフランチシェク・マルシャウ
ェク市長（写真右）と松田町長（役場本庁）
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22

●
隠
岐
に
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
は
？

　

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
調
べ
た
ら
、何
も

な
い
海
の
上
が
ポ
イ
ン
ト
さ
れ
た
の
で
不

安
に
な
り
ま
し
た
が
、さ
ら
に
調
べ
た
ら
、

き
れ
い
な
写
真
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て

す
ぐ
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
。

●
隠
岐
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

　

自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
雄
大
な
風
景
が
あ

る
一
方
で
、生
活
の
不
便
は
少
な
く
、バ

ラ
ン
ス
の
良
い
島
だ
と
思
い
ま
す
。

　

好
き
な
場
所
は
、都
万
の
海
岸
。那
久

岬
や
西
郷
岬
も
好
き
で
す
。お
店
は
、五

箇
の　
　
　
　
　

カ
フ
ェ
が
好
き
で
す
。

●
日
本
の
文
化
は
好
き
で
す
か
？

　

礼
儀
や
気
づ
か
い
の
心
が
好
き
で
す
。

み
ん
な
と
て
も
親
切
で
す
。た
ま
に
特
別

扱
い
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
ど
。

●
町
民
の
皆
さ
ん
に
一
言

　

今
度
会
う
と
き
は
、気
軽
に「   

」と

声
を
か
け
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
！

●
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
あ
る
グ
レ
ー
タ

ー
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
サ
ド
ル
ワ
ー
ス
か

ら
来
た
22
歳
で
す
。趣
味
は
、ク
リ
ケ
ッ

ト
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、他
に
は
、料
理
や

読
書
、テ
レ
ビ
や
映
画
も
好
き
で
す
。

●
故
郷
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

　

サ
ド
ル
ワ
ー
ス
は
、郊
外
に
あ
る
羊
や

牛
の
多
い
農
村
で
、毎
年
、ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
の
国
際
大
会
が
あ
り
ま
す
。近
く
の
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
は
、人
口
40
万
と
に
ぎ

や
か
な
都
市
で
、こ
こ
を
中
核
と
し
た
グ

レ
ー
タ
ー
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
は
、２
６

０
万
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
は
、産
業
革
命
に
関
わ
っ
た
世
界
最

初
の
工
業
都
市
で
綿
工
業
が
有
名
で
す
。

　

ま
た
、マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
共
産

党
宣
言
を
発
表
し
ま
し
た
。工
業
都
市
で

の
経
験
が
、あ
の
思
想
を
産
ん
だ
の
で
し

ょ
う
。今
は
、サ
ッ
カ
ー
で
有
名
で
す
ね
。

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）に
聞
く
①

　
　
　
　
リ
グ
ビ
ー
・
ジ
ョ
セ
フ・ウ
ィ
リ
ア
ム 

さ
ん

今回は、昨年８月に来島したジョセ
フさんにインタビューしました。

La C
igale

H
i!

町であったら
気軽に声をかけてください！

大
田　

す
い  　

 

栄
町    

大
田　

泰
三

小
野　

杏
依　
　
津
戸　

 

小
野　

克
邦

原　
　

一
翔　
　
城
北
町 

原　

  

博
史

渡
邉　

梨
菜　
　
栄
町　

 

渡
邉　

崇

佐
々
木
心
祐　

 

城
北
町 

佐
々
木
健

松
井　

豪
太
郎　
東
町　

 

松
井　

雄
介

濱
田　

飛
鳴　
　
栄
町　

 

濱
田　

英
治

藤
田　

紬
凪　
　
郡　
　

 

藤
田　

博
幸

角　
　

莉
々
子　

下
西　

 

角　

  

慎
一

德
山　

愛
友
菜　
西
村　

 

德
山　

美
穂

岩
水　

陽　
　
　
栄
町　

 

岩
水　

良
祐

佐
々
木
恵　
　
　
津
戸　

 

佐
々
木
陽
司

八
幡　

恒
夫　
　

 

郡　
　
　

 

89
歳

河
田　
ハ
ヅ
子　

 

中
村　
　

 

93
歳

奥
川　

リ
ツ
コ　

 

北
方　
　

 

87
歳

芳
田　

君
代　
　

 

港
町　
　

 

95
歳

髙
宮　

智
嘉
子　

 

都
万　
　

 

96
歳

岩
水　

満　
　
　

 

加
茂　
　

 

85
歳

渡
邉　

子
波　
　

 

中
町　
　

 

96
歳

※

2
月
28
日
ま
で
の
受
付
分（
敬
称
略
）

あ   

い

い
ち 

と

り   

な

し
ん
の
す
け

ご
う  

た  

ろ
う

ひ  

な

つ
む
ぎ

り  

り  

こ

あ   

ゆ   

な

は
る

け
い

夫 

池
本　

拓
生　
　

小
路

妻 

長
尾　

端
香　
　

出
雲
市

ご
結
婚

（
夫 

齋
藤　

晃
輝　
　

港
町

妻 

村
井　

も
も
こ　

郡

（
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＠5,400円
＠6,480円
＠7,560円

隠岐の島町城北町340（隠岐病院前）
　　　電　話　2－3265　営業時間　平日　AM 9:00～PM7:00
　　　F A X　2－3266　（不定休）　日祝　AM10:00～PM6:00
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日
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始
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の
日
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の
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早
期
予
約
開
始
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生
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と
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一
年
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お
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で
と
う
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L
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新生活応援SALE新生活応援SALE新生活応援SALE

店内新商品続々入荷中！！店内新商品続々入荷中！！店内新商品続々入荷中！！

電 話 2－0014
FAX 2－8880

広報「隠岐の島」に広告を掲載しませんか。
●配布世帯数約6,600世帯！
●掲載期間・掲載枠数に応じて各種割引あり
●詳しくは、隠岐の島町役場総務課広報広聴係
　までお問い合わせください。



▼
春
先
は
、出
会
い
と
別
れ
の
季
節
と

い
わ
れ
ま
す
。先
日
、布
施
地
区
の
日

の
丸
保
育
所
の
閉
所
式
典
を
取
材
し

ま
し
た
。80
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、

時
代
の
流
れ
と
は
い
え
、無
く
な
る
の

は
寂
し
い
も
の
で
す
。「
子
ど
も
た
ち

に
は
、こ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
ほ
し
い
。」
と

の
所
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、子
ど

も
た
ち
の
、懸
命
な
歌
声
に
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。保
育
所
が
な
く
な
っ
て

も
、子
ど
も
た
ち
は
島
の
宝
で
あ
り
、

隠
岐
の
子
ら
と
し
て
、元
気
に
す
く
す

く
育
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

▼
さ
て
、広
報
広
聴
係
で
は
、皆
さ
ん

に
よ
り
早
く
情
報
を
提
供
す
る
た
め

に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
お
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
可
能
な
環

境
に
あ
る
方
に
、ご
覧
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。現
在
、更
に
わ
か
り
や
す
く
、

知
り
た
い
情
報
を
的
確
に
探
し
、見
て

い
た
だ
く
た
め
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
作
業
中
で
す
。

観
光
、防
災
情
報
の
ほ
か
、地
域
の
取

り
組
み
な
ど
、様
々
な
情
報
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
、耳
寄
り
な
情
報
が
あ
り
ま
し

た
ら
、是
非
、広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
Ｔ・Ｉ
）

4

平成27年3月1日現在

14,987（－1）人

7,836（＋3）人

7,173（＋3）

7,151（－4）人

内15歳未満1,738人〔11.6％〕
内65歳以上5,560人〔37.1％〕

増　転入25人 出生13人 その他0人
減　転出21人 死亡18人 その他0人
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年金相談　13：00～16:00（役場ふれあいセンター）

島根県議会議員一般選挙告示日

年金相談　9：30～12:00（役場ふれあいセンター） 

納付金時間外窓口　17:15～19:00（役場税務課）

隠岐世界ジオパーク観光周遊バス運行開始（１０月まで）

食育の日

隠岐の島町ノーレジ袋デー
人権相談　13：00～16：00（隠岐島文化会館）

島根県知事選挙・島根県議会議員一般選挙投票日
第23回隠岐いぐり凧祭り　10：00～（隠岐の島町総合運動公園）

隠岐国分寺蓮華会舞　13：00頃～（隠岐国分寺）

納付金時間外窓口　17:15～19:00（役場税務課）

昭和の日
第69回全隠岐陸上競技選手権大会　競技開始9：00～
（隠岐高校陸上競技場）

隠岐いぐり凧祭り  町指定無形民俗文化財

と　き／４月１２日（日）
　　　　午前１０時～
ところ／隠岐の島町総合運動公園

隠岐国分寺蓮華会舞 国指定重要無形民俗文化財

■お問い合わせ先 ： 教育委員会生涯学習課 電話2－2126

■お問い合わせ先 ： 教育委員会生涯学習課 電話2－2126

と　き／４月２１日（火）と　き／４月２１日（火）
                     午後１時頃～午後１時頃～
ところ／隠岐国分寺ところ／隠岐国分寺

と　き／４月２１日（火）
           午後１時頃～
ところ／隠岐国分寺

島根県知事選挙・
　　島根県議会議員一般選挙
投票日／４月１２日（日）

■お問い合わせ先 ： 隠岐の島町選挙管理委員会 電話2－2111

投票時間
　午前７時～午後６時
　（全投票所）
開票
　午後８時～（役場ふれあいセンター）
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1  日   水

5  日   日
6  日   月
7  日   火
8  日   水

2  日   木

9  日   木

10  日   金

17  日   金

24  日   金
23  日   木

11  日   土

12  日   日

13  日   月
14  日   火
15  日   水

18  日   土
19  日   日
20  日   月
21  日   火
22  日   水

25  日   土
26  日   日
27  日   月

30  日   木

28  日   火

29  日   水

16  日   木

3  日   金
4  日   土




